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あきる野市木質バイオマスエネルギー利活用可能性調査業務委託に係るプロポーザ

ル実施要領

１ 業務概要

（１） 目的

国は２０５０年のカーボンニュートラル及び２０３０年度に温室効果ガスを２０１３

年度比で４６％とする削減目標を掲げている。

あきる野市（以下「市」という。）においても、２０２２年に「２０５０年ゼロカ

ーボンシティ」を表明し、同年に策定した第二次あきる野市環境基本計画改訂版の中

で、２０３０年度までに二酸化炭素排出量を２０１３年度比で４８．６％削減する目

標を掲げている。

市ではこれまで、電気自動車の導入や照明のＬＥＤ化等を推進してきたが、二酸化

炭素排出削減目標を達成するためには、より一層取組を推進していくことが求められ

ている。

また、昨今の原油価格の高騰により、市有施設のエネルギーコストの増加も顕著に

なっており、コスト低減対策も急務となっている。

木質バイオマスエネルギーの利用は、二酸化炭素の排出を抑制し、地球温暖化防止

に貢献するとともに、エネルギー資源として、また、森林の適切な整備、雇用の創出

など地域の活性化にも寄与するものである。

本業務は、市の特徴である豊かな自然環境を有効活用しながら、市における課題解

決に資することを目的とする。

（２） 件名

あきる野市木質バイオマスエネルギー利活用可能性調査業務委託

（３） 業務内容

別紙「あきる野市木質バイオマスエネルギー利活用可能性調査業務委託仕様書」

（以下「仕様書」という。）のとおり

（４） 履行期限

契約締結日の翌日から令和７年３月２４日まで

２ 提案限度額

６，３６０，０００円（消費税及び地方消費税を含む。）とする（０４.０１.０４.

５９.１２.１７.０１）。なお、参考見積書（価格提案書）の金額に消費税及び地方消費

税を加えた額が、提示している額を超過した場合は、失格とする。

３ プロポーザルの目的

本プロポーザルは、価格のみの競争ではなく、事業者の有する実績、経験、技術力、企

画力等が受託候補者として適格性を有しているかを確認するために行うもので、プロポー

ザルに参加する事業者が提出する提案書等の内容及びヒアリング等の状況を評価し、最も

高い評価を受けた事業者を受託候補者として特定することを目的とする。ただし、参加が

ない場合又は参加事業者の中に適格者がいない場合は、受託候補者を特定しない場合があ
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る。

４ 実施形式（本プロポーザルの選定方法及び理由）

（１） 選定方法

公募型プロポーザル方式

（２） 理由

木質バイオマスエネルギー利活用可能性調査報告書を取りまとめるに当たっては、

委託先とふさわしい実績、経験、技術力、企画力等を有する事業者を選定する必要が

あるため、参加意欲のある事業者を幅広く募ることができる公募型プロポーザル方式

を採用する。

５ 参加資格

参加資格を有する者は、次の全ての要件を満たしている者とする。また、次のいずれか

に該当しないこととなった場合は、参加資格を取り消すものとする。

（１） 東京電子自治体共同運営電子調達サービスを利用して入札参加資格審査申請を行い、

市における入札参加資格の登録がされていること。

（２） 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当

する者でないこと。

（３） 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始申立てがなされて

いる者又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき再生手続開始申立てが

なされている者でないこと。

（４） 令和６年４月１２日（金）から６月２８日（金）までの間において、あきる野市競

争入札参加有資格者指名停止基準による指名停止措置又はあきる野市契約における暴

力団等排除措置要綱（平成２２年あきる野市通達第３７号）による入札参加資格停止

措置を受けていないこと。

（５） 過去１０年以内（平成２６年４月１日から令和６年３月３１日までの間）に、元請

として木質バイオマスエネルギー利活用可能性調査業務又は類似業務の受託実績を有

すること。

６ 日程

本プロポーザルは、次の日程で行うものとする。

項 目 日 程

公示（案件公表） 令和６年４月１２日（金）

参加申込書の提出期限 令和６年５月 ７日（火）午後５時

参加資格審査結果通知（発送） 令和６年５月 ９日（木）

質問票の提出期限 令和６年５月２４日（金）午後５時

質問に対する回答予定日 令和６年５月２９日（水）
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７ 申込方法等

本プロポーザルへの参加を希望する場合は、参加申込書（様式第１号）等の書類を次の

とおり提出すること。

（１） 提出期限 令和６年５月７日（火） 午後５時

（２） 提出場所 あきる野市環境農林部環境政策課環境政策係

（〒１９０－０１６４ あきる野市五日市４１１番地 五日市出張所内）

（３） 提出方法 持参又は郵送（郵送の場合は、必着とする。）

※ 郵送の場合は、書留郵便等の配達記録が残る方法によることとし、郵便事故に

ついては、異議を申し立てることはできない。

（４） 提出部数 ２部（正本１部、副本１部）

（５） 提出書類

ア 参加申込書（様式第１号）

イ 法人登記事項証明書（写し）

ウ 法人等概要書（様式第２号）及び法人等のパンフレット

エ 業務実績調書（様式第３号）又は同種業務・類似業務の実績を示す書類

オ 担当者の概要（様式第４号）

８ 資格審査

参加希望者が参加資格の要件を満たしているか審査し、その結果について、令和６年５

月９日（木）までに参加資格審査結果通知書（様式第５号）により、参加申込者に通知す

る。

９ 辞退届

参加申込書（様式第１号）を提出後に参加を辞退する場合は、速やかに担当部署に連絡

し、参加辞退届（様式第６号）を次のとおり提出すること。

（１） 提出場所 あきる野市環境農林部環境政策課環境政策係

（〒１９０－０１６４ あきる野市五日市４１１番地 五日市出張所内）

（２） 提出方法 持参又は郵送

10 質問票の提出及び回答予定日

本プロポーザルに関する質問は、質問票（様式第７号）により、次のとおり提出するこ

と。なお、質問に対する回答は、質問票で提出のあった質問事項全てを取りまとめ、令和

６年５月２９日（水）までに全ての参加者宛に「質疑回答書」を電子メールで送付・回答

企画提案書等の提出期限 令和６年６月１３日（木）午後５時

審査（プレゼンテーション・ヒア

リング）の実施
令和６年６月２８日（金）

審査結果の通知（発送） 令和６年７月上旬（予定）

審査結果の公表 受託候補者として特定した者との契約締結後
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する。

（１） 提出期限 令和６年５月２４日（金）午後５時

（２） 提出場所 あきる野市環境農林部環境政策課環境政策係

（３） 提出方法 電子メール又はＦＡＸ

※ 必ず電話等により受信確認を行うこと。

11 提出書類の作成及び提出

（１） 提出書類

ア 企画提案書

仕様書、特記事項、市が提示する資料「12 確認すべき資料」等を踏まえ、本業

務を行う上での考え方や取組方法等について作成すること。なお、作成に当たっては、

表紙を除き、Ａ４用紙両面（文字は１０.５ポイント以上）１０枚以内（表裏２０ペ

ージ以内）で簡潔にまとめ、「13 企画提案書に記載すべき事項」に示す内容につ

いては、必ず記載すること。やむを得ずにＡ３用紙を使用する場合には、２ページと

して扱い、片面印刷でＡ４サイズに折込みをすること。項目ごとにインデックスを貼

るなどして見やすいものとすること。

イ 参考見積書（価格提案書）及び参考見積内訳書

参考見積書（価格提案書）の金額は、税抜価格で記載すること。参考見積書（価格

提案書）の金額に消費税及び地方消費税を加えた額が、「２ 提案限度額」に示す額

を超過した場合は、失格とする。また、参考見積内訳書を作成し、添付すること。

※ 上記提出書類の書式は、全て任意とする。

（２） 提出部数

１０部（正本１部、副本９部）及び電子データ１部

※ 表紙に「正本」「副本」と明記すること。

※ 電子データについてはＰＤＦ形式にて保存したものをＣＤ-Ｒ等の記録媒体に保

存し、印刷した企画提案書に添付し、提出すること。

※ 提出書類（資料を含む。）は、返却しないものとする。

（３） 提出期限等

ア 提出期限 令和６年６月１３日（木）午後５時

イ 提出場所 あきる野市環境農林部環境政策課環境政策係

（〒１９０－０１６４ あきる野市五日市４１１番地 五日市出張所内）

ウ 提出方法 持参又は郵送（郵送の場合は、必着とする。）

（４） 提出書類作成に当たっての注意事項

ア 企画提案書は、本業務における取組方法を示すものであり、具体的な内容、図面等

の成果品の一部に相当するものの作成や提出を求めるものではない。具体的な業務は、

契約後に企画提案書に記載された内容を反映しつつ、市と協議の上、開始することと

する。

イ 企画提案書は、文章での表現を原則とするが、事業者の考えを示すために必要な場

合は、視覚的表現の使用を認める。

ウ 企画提案書には、事業者を特定することができる内容の記述（具体的な事業者名や
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実績の名称等）を記入しないこと。

エ 提出書類の内容修正、差し替え、撤回は、提出期限内に限り行うことができる。

オ 企画提案書等に虚偽の内容が記載されている場合は、失格とする。

カ 企画提案書は、１参加申込者につき１案とする。

キ 提出された書類は、本プロポーザルの審査以外には使用しない。ただし、契約候補

者に選定された者が作成した書類について、市が必要と認める場合は、その一部又は

全部を無償で使用することができるものとする。

ク 郵送の場合は、書留郵便等の配達記録が残る方法によることとし、郵便事故につい

ては、異議を申し立てることはできない。

12 確認すべき資料

（１） 企画提案書を提出する者は、本市のホームページから、次の資料を確認すること。

ア 必ず確認するもの

市の事務事業に伴う温室効果ガス排出量の推移（温室効果ガス排出量等集計結果報

告書）

https://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000007362.html

イ 必要に応じて確認するもの

（ア） 第２次あきる野市総合計画

https://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000016746.html

（イ） 第二次あきる野市環境基本計画（改訂版を含む。）

https://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000000232.html

（ウ） あきる野市環境白書

https://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000001409.html

（エ） あきる野市地球温暖化対策地域推進計画（平成２６年６月）

https://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000005259.html

（オ） あきる野市郷土の恵みの森構想

https://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000000972.html

（カ） あきる野市森林整備計画

https://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000014199.html

（２） 次の資料は、参加申込書提出後、メールで送付する。

ア あきる野市バイオマスタウン構想（平成１７年１１月）

イ 秋川渓谷瀬音の湯バイオマスボイラー関連資料

13 企画提案書に記載すべき事項

（１） 基本事項等

ア 提案者等の概要

（ア） 提案者の概要

（イ） 実施事業者の概要（再委託を予定している場合）

イ 提案者等の実績

提案者等の木質バイオマスエネルギー利活用可能性調査業務又は類似業務の実績に

https://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000000972.html
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ついて示すこと。

ウ 実施体制

本業務における実施体制、主要メンバーの資格、能力・経歴及び本事業に対しての

従事割合について具体的に示すこと。

（２） 事業実施全般

ア 作業工程・スケジュール

仕様書に従い、作業開始から報告書作成までの各種工程を示すこと。

イ 調査の方法

仕様書「５ 業務内容」に従い、各項目の調査方法等を提案すること。

ウ 独自提案

仕様書に記載されている内容以外に、本市にとって有意となる内容があれば提案す

ること。

14 審査方法

本プロポーザル実施のために組織された審査委員会において、プロポーザル参加者の提

出書類を評価・採点し、最高得点を得た事業者を受託候補者に特定する。

次の審査基準（審査項目及び配点）に基づき審査する。

（１） 評価項目及び配点

（２） 評価係数

採点では、配点に評価係数を乗じて行う。評価係数は、次のとおりとし、審査

事項に対する５段階の評価に応じて決定する。

15 審査（プレゼンテーション及びヒアリング）の実施

次のとおり、プレゼンテーション及びヒアリングを実施する。なお、プレゼンテーショ

ンの順番は、企画提案書の提出順とする。

（１） 開 催 日 令和６年６月２８日（金）

No. 評価項目 配点

１ 業務実績等 ２０点

２ 業務推進体制及び実施スケジュールの内容 ２０点

３ 業務実施方針等 ６０点

４ 参考見積書（価格提案書） １０点

５ プレゼンテーションの評価 ２０点

合 計 １３０点

評価 基準 評価係数

５ 特に優れている １．０

４ 優れている ０．８

３ 標準 ０．６

２ やや劣っている ０．４

１ 劣っている ０．２
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（２） 開始時間 後日通知する。

（３） 場 所 あきる野市役所本庁舎会議室（予定）

（あきる野市二宮３５０番地）

（４） 所要時間 １事業者につき、４０分程度（準備時間を含む。）

・プレゼンテーション ２０分以内

・ヒアリング（質疑応答） １０分程度

（５） 内 容 企画提案書の説明

（６） 説 明 者 プレゼンテーション審査における説明は、本業務の遂行に当たって、市

担当者との協議の窓口を担う「主担当者」が説明を行う者とし、質疑につ

いては、審査員からの指定がない場合は、参加者のいずれかが回答を行う

ものとする。なお、会場に入室できるのは、担当予定者となる３人以内と

する。

（７） 使用機器 プロジェクターの使用を可能とする。プロジェクター及びスクリーンは

市で用意するが、接続はＨＤＭＩ端子を用いて行うため、端子を搭載した

パソコン等の機器は参加事業者が持参すること。

（８） 評価・採点の留意事項

ア 不正行為があった場合又は提出書類に虚偽の記載があった場合は、失格とし、選考

対象から除外する。

イ 出席した審査委員の評価点を合計した点数を、出席した審査委員の数で割った点数

が満点の５分の３に満たない参加者は、受託候補者として特定しない。

ウ 最高得点を取得した者が２者以上ある場合は、提案額が低い者を選定する。

エ ウにおいて、提案額が同じ場合は、くじ引きとする。なお、くじ引きはプレゼンテ

ーション順とする。

エ 審査委員会における審査の内容は公表せず、異議申立ては受け付けないものとする。

16 審査結果の通知及び公表

プロポーザル参加者全員に対し、審査委員会において審査した結果をプロポーザル審査

結果通知書（様式第８号）により通知する。審査結果については、受託候補者として特定

した者の名称及び点数並びに参加した事業者の点数（事業者名は非公開）を市ホームペー

ジで公表する。なお、審査委員会における審議の内容は、非公表とする。

17 契約の締結

受託候補者の特定後、速やかに随意契約の手続を行い、契約を締結する。仕様書の内容

については提案された内容が基本となるが、市との協議により内容を一部変更した上で、

契約を締結することもある。なお、契約に当たっては、改めて見積書を市の契約担当部署

に提出するものとする。

18 その他留意事項

（１） プロポーザル参加に要する全ての費用は、プロポーザル参加側の負担とする。

（２） 提出期限以降における提出書類（提案書等）の修正又は変更は、認めないものとす
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る。ただし、やむを得ない理由により修正又は変更が生じた場合で、市が承諾したと

きは、この限りでない。

（３） 不正行為があった場合又は提出書類に虚偽の記載をした場合は、あきる野市競争入

札参加有資格者指名停止基準に基づき、指名停止措置を行うものとする。

（４） 提出書類の返却は、行わないものとする。

（５） 提出された企画提案書等は、あきる野市情報公開条例（平成９年あきる野市条例第

１７号）に基づき、情報公開請求の対象となる。ただし、受託候補者の特定に影響が

出るおそれがある情報については、決定後の公開とする。

（６） 提出書類で用いる言語は、日本語とし、通貨は、日本円を用いること。

19 本プロポーザルに係る提出・問合せ先

（１） 担当部署 あきる野市環境農林部環境政策課環境政策係

（２） 所 在 地 〒１９０－０１６４ あきる野市五日市４１１番地

（あきる野市役所五日市出張所内）

（３） 電話番号 ０４２－５９５－１１１０（直通）

（４） ＦＡＸ番号 ０４２－５９５－１１４１

（５） メールアドレス 040601@akiruno-info.tokyo.jp


